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JETAA とは
JETAAとは、語学指導などを行う外国青年招致事業

（JET プログラム）を終了した JET 経験者たちが、世界
各地で自発的に設立した同窓会組織である。現在、日本
を含めた21の国と地域で活動しており、2025年 12月
時点で57支部を持ち、会員数は約2万4,000人以上に
のぼっている。

JETAA の歴史
JET プログラムが開始された 1987年から２年後の 

1989 年、AJET（現役の JET プログラム参加者の会）
により、JETプログラムの任期を終えて帰国する JET経
験者のための組織づくりが検討された。当時AJET千葉

県代表を担っていたスコット・オリンガー氏により、
JET経験者の同窓会組織設立の提唱がなされ、AJETが
設立準備を行った後、1989 年４月に京都で開催された
「契約更新者会議」で、JETAAの設立が決定された。 

JETAA 設立にあたり、クレアでは、AJETと共同で「JET 
プログラム同窓会会則（案）」を作成した。1989 年
10月 1日付で制定された同会則には、クレアが JETAA
の事務局を務め、会員のデータベースを管理することや、
四半期ごとにニュースレターを発行することが盛り込ま
れたほか、JETAAの活動目標が以下のとおり定められた。
①�地域レベルにおける国際化の推進 
② �JETプログラム経験者のネットワークをつくり帰国者

日本から世界へ広がる
JETAAの多彩な活躍

JET プログラム 30周年を祝う JETAA米国支部

JETAA 英国支部が毎年開催する、日本文化を紹介する夏
祭り

JETAA、JETAA-I について
（一財）自治体国際化協会 JET プログラム事業部調整課
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元 JET プログラム参加者（JET 経験者）が自主的に設立し、日本文化の紹介活動や自治体代表団の海外派遣 
における側面支援などを行っている「JETAA（元 JET 参加者の会）」は、自治体が国際展開する際の強力なサポー
ト団体となりうる存在である。本特集では、「JETAA」の概要を紹介するとともに、JETAA の「日本との交流
に関する活動」などを紹介し、自治体と JETAA とのコラボレーションの可能性を探る。

（一財）自治体国際化協会 JET プログラム事業部調整課
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に就職と進学に関する情報の提供を行うこと
③ �JETプログラム経験者相互間の情報交換を円滑にする

こと 
④ �JETプログラムに対する協力と未来の JET プログラ

ム参加者の選定を支援すること

主な活動内容
JETAAは支部ごとにさまざまな活動を行っているが、

共通する主な活動は以下の４点である。 
（1）草の根レベルの国際交流 
 ・日本文化の紹介イベント
海外で日本文化を紹介するため、各支部が日本関連イ
ベントへのブース出展や、夏祭りなどのイベントを主
催している。 

 ・日本との交流活動
日本から訪問した団体や学生との意見交換や、姉妹都
市交流の支援を行っている。 

 ・現地の日系機関との交流 
ジャパンソサエティや JNTO 、JICAなどの日系機関
とイベントなどを通じて、草の根レベルでの交流を
行っている。

（2）災害支援・寄付活動 
東日本大震災、熊本地震、2018 年７月豪雨などの災
害の際に、JET 参加者の安否確認、募金活動、被災地
での ボランティア活動などを行っている。

（3）JET プログラムの支援 
 ・�大学などでの広報活動および 
　JET プログラム採用活動の支援 
支部では、日本大使館や総領事館などと協力し、JET 
プログラムの広報や募集説明会、採用活動の支援など
を行っている。JETプログラム参加者の応募が行われ

る時期になると、大学な
どで説明会を行っている
ほか、その後、総領事館
で行われる採用面接のサ
ポートなども行っている。
また、支部によっては、
支部主催のイベントでパ
ンフレットを配布するな
どして、JETプログラム
の広報を行っている。 

 ・出発前オリエンテーション 
毎年、日本大使館などが主催し、日本に出発する新規
JET参加者に訪日スケジュールや日本での注意事項な
どを説明する出発前オリエンテーションが行われてお
り、支部では、同オリエンテーションに説明者として
参加するなどの支援を行っている。 

（4）JET プログラム終了者の支援
 ・帰国者歓迎レセプション 
毎年、日本大使館などが主催し、帰国した JET経験者
を対象とした帰国者歓迎レセプションが行われてい
る。支部では、同レセプションに参加し、逆カルチャー
ショックを和らげるためのアドバイスや、母国の生活
や社会に馴染むための有意義な情報を得るためのリ
ソースとして支部の紹介を行っている。 

 ・就職支援 
帰国した、又は JETプログラムを終了したあとも日本
で引き続き働きたい JET経験者に向けて、キャリア
フォーラムを開催し、帰国後の就職情報の提供やリク
ルート会社の紹介を行うほか、各国の日本企業代表に
出会えるイベントなどを行っている。 

 ・ネットワーキングイベント 
JET経験者同士の横のつながりの強化や、支部と日系
機関などとの交流を深めるためのさまざまなイベント
を開催している。

これらの活動を通じて、JETプログラムの推進や日本
文化、さらには各地域の魅力発信など、多く役割を果た
している。JETAAは、JET経験者が現在も日本と出身国
との懸け橋となり続ける、強固で国際的なネットワーク
である。JETAA ジャマイカ支部およ

び JICA がビーチクリーン
アップに参加する様子

JETAAニュージーランドサミットの集合写真
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2025年 JETAA国際会議の開催
（一財）自治体国際化協会 JET プログラム事業部調整課
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新たな10年の協働に向けた 
新鮮な発想
2025年 JETAA国際会議（International Meeting：

IM）は、2025 年 11 月 13 日から 16日にかけて、東
京都内にて開催された。IMは、JET プログラムを支え
る関係機関および JETAA各組織間の連携強化と、JET
プログラムの今後の発展に向けた意見交換を目的とし
て、JETAA International（JETAA-I）、日本の総務省・
外務省・文部科学省（3省）、およびクレアの共催によ
り実施された。
今回の会議には、世界に広がる約7万人を超える JET

プログラム経験者コミュニティーと54の JETAA支部
を代表し、20カ国から58人の代表者が参加した。
IM期間中、初日・3日目・4日目は主に JETAA-I お

よびクレアが出席し、JETAA-I の方針説明に加え、各国
代表によるプレゼンテーションにて地域特性を生かした
交流事業やキャリア支援、対日理解促進活動などが紹介
され、JETAAネットワークの多様性と可能性が改めて確
認される機会となった。
2日目には、総務省・外務省・文部科学省との意見交

換会および歓迎レセプションが開催された。国内 JETAA
支部やAJET全国役員会に加え、政府関係機関がオブザー
バーとして参加し、JETプログラム終了後の人材活用や、
JETAAとの協働の可能性について幅広い視点から意見が
交わされた。
JETAA-I は定款改正案や JETAA-I の現在および将来の

取り組みを含む説明会を行い、JETAA-I と 3省との間で
は、在外公館との連携強化の方法や、JETAA支部活動へ
の支援について意見交換が行われた。

加えて、今回の IMは JET プログラムが 2026 年に
40周年を迎える節目の年にふさわしい会議となった。
IM開催前日には、クレアの理事長と、JETAA-I のロー
レンス・イニス会長が、CLAIR―JETAA-I共同覚書（MOU）
に署名し、JETプログラムおよび JET経験者コミュニ
ティーのさらなる発展に向けた連携強化が改めて確認さ
れた。
また、前回までは3日間だった日程を4日間に拡大し

て開催したことで、5年以上にわたりボランティア活動に
尽力してきた7人の卒業生を表彰する「長期奉仕表彰式」
などの重要なプログラムにも十分な時間を確保することが
できた。さらには、クレアとの意見交換会も新設され、多
岐にわたるテーマについて活発な議論が行われた。
また、JETAAスイス支部が IMに初参加したことで各

国代表の参加が一層広がり、JETAAアイルランド支部は
アイルランド国籍のJET経験者が参加し、支部の再構築
を目指していくことが確認された。また、2026年には
JETプログラムが40周年を迎えることを見据え、記念事
業開催に向けた各組織の連携についても協議した。
IMは、対面での交流の重要性を改めて認識し、JETプ

ログラム、同窓会コミュニティー、支援組織による熱意
溢れる新たな構想を共有する貴重な機会となった。IMで
交わされた活発な議論と築かれたつながりは、JET同窓
会コミュニティーのみならず、JETプログラム全体のさら
なる発展と強化へとつながっていくことだろう。

JETAA-I 役員および国代表その集合写真

三省との
意見交換会
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変革がもたらした大きな成果
JETAA International 役員（開催当時：会長）　Laurence　Inniss（ローレンス・イニス）
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計画
JETAA国際会議（IM）は、通常3年ごとに開催され

ます。これは、JETAA加盟国代表が一堂に会する貴重な
機会です。
 計画プロセスには数カ月を要し、国代表および顧問委

員会の意見が広く求められました。議題や重点事項を決
定するためのアンケートは、2024年初頭より実施され
ました。役員陣は IM の実現に向け、クレアと継続的に
連携しながら準備を進めました。

新たな進化
今回が私にとって4回目の IM参加となりました。こ

れまで国代表や副議長を務め、今回は議長として臨みま
した。議長としての目標は、これまで以上に有益で生産
的な会議を実現することでした。
過去3年間、特に今回の IMの企画・運営で、私を支

えてくれた素晴らしいアドバイザーチームの存在があり
ました。その支えのもと、今回のスケジュールには数多
くの新たな取り組みを盛り込むことができたことを誇り
に思います。
その一つは長期勤続表彰（Long Service Award）で

した。JETAA-I の組織に5年以上在籍した元国代表役員
に対し、長期勤続に感謝し表彰を行いました。
国代表によるプレゼンテーションも新たな取り組みで

した。プログラム構成を見直し、従来の JETAA-I 役員中

心の発表形式から、国代表が主体となって発表を行う形
式へと変更しました。この変更は非常に好評であり、国
代表は自身が成功を収め、自信を持って取り組んできた
プロジェクトや構想について発表するとともに、活発な
質疑応答も行われました。
また、クレア職員2名との公開フォーラム形式による

CLAIR との意見交換会は、今回が初の試みでした。両名
は非常にオープンな姿勢で臨まれ、有益かつ建設的な議
論と明確な回答を提供してくれました。すべての国代表
が、クレアによる質疑応答対応およびセッション運営を
高く評価しました。
今回の IMは、JETAA-I の要請により1日追加で実施

することが認められ、初めて4日間で開催しました。過
去の IM開催経験から、相互学習および意見交換の時間
が常に不足していることが課題として挙げられていまし
た。今回の追加により、設定した目標を十分に達成する
ための時間を確保することができました。

今後の展望
今後は、JET プログラム 40周年記念行事の企画およ

びその成功に大きな期待を寄せています。
IMの開催にあたり、多大なるご支援を賜りましたク

レア、総務省、外務省、文部科学省に心より感謝申し上
げます。本会議はあらゆる面で大きな成功を収めること
ができました。関係者の皆様に深く御礼申し上げます。

プロフィール
Laurence Inniss

（ローレンス・イニス）
JETプログラムでほぼすべての役
職を経験。長崎県でALTとして勤
務した後、トリニダード・トバゴ
JETAA 支部を設立。2026 年 3

月まで JETAA-I の会長を務め、現在は JETAA-I 役員
である。

2025年 IMでの JETAA-I 役員と国代表
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コミュニティーによって築かれ、コミュニティーのために
JETAA International 会長（開催当時：副会長）　Tai Lam（タイ・ラム）

4
2025年 JETAA国際会議（IM）についてご報告でき

ることを大変光栄に思います。東京で開催された本会議
では、世界各国から集まった国代表が４日間にわたり各
セッションに参加しました。運営チームの一員として、
新設された功労者表彰、国代表が主導するセッションの
拡充、そして交流の深化を目的とした４日目のプログラ
ムといった新たな試みがどのように機能するのかを見守
ることができ、大変刺激的でした。

また、JETプログラムを担当する３省、クレア、AJET
の皆様と面会する機会をいただき、心より感謝申し上げ
ます。議論は、ハイレベルな政策課題から各支部の運営
の実情、日本在住の現役 JET参加者の現場での経験まで、
幅広いテーマにおよびました。各国代表によるセッショ
ンでも活発な議論が交わされ、JETAA-I 細則改正案の審
議についても前進が見られました。
IMは、和菓子作り体験という楽しく美味しい体験で締

めくくられました。参加者が本会議を真の意見交換の場
として受け止めていることが、改めて感じられました。
振り返ってみると、IM開催までの３年間は、その業務

の規模の大きさだけでなく、その根底にある情熱にも強
く心を打たれる時間でした。2022年、私は国代表とし
て初めて代表団の一員となりましたが、今になって気づ
くのは、当時は IMの開催に向けて注がれている組織運営
の広さや深さに十分気づいていなかったということです。
今回は、クレアとの定例会議、JETAA-I 役員会議、そ

して各国代表との会議に参加しました。クレアのスタッ
フは、全体の方針から細部に至るまで、このイベントの
あらゆる側面で継続的な支援を提供してくれました。ま
た、参加の呼びかけに応じて、各国代表はさまざまなチー

ムを結成し、国際協力、支部運営、メンターシップモデル、
キャリア支援など、多様なテーマのセッションを共同で
企画・主導しました。

運営チームでは、それぞれが刻々
と変化する生活環境に対応しなが
ら、互いに代わってすぐに役割を
引き継ぐ姿が見られ、その献身的
な姿勢に感銘を受けました。
最後に、IMを通じて、このコミュ

ニティーを築き、維持していくた
めにどれほどの努力が注がれてい
るのかについて、改めて深く理解

することができました。そして、そのすべての努力が本
当に価値あるものであるという確信を、より一層強くし
ました。
次回の IMに JETAA-I 会長として、これまで私たちが

築いてきたものを大切にし、共有されたアイデアを受け
継ぎながら、皆さんと共に未来を形づくり続けていくこ
とに大きな期待を抱いています。本会議で得られた成果

を振り返りつつ、具体的な次のス
テップを明確にし、支部や国境を
越えた取り組み、そしてより広い
JETファミリー全体を支える活動
につなげていきましょう。
そして何よりも、JET プログラ

ム40周年を祝う時間をしっかりと
確保しましょう。今からとても楽
しみですね。

プロフィール
Tai Lam（タイ・ラム）
佐賀県で２年間 ALT として勤
務。ドラゴンボート競技やボラン
ティア活動をきっかけに、地元の
JET経験者コミュニティーに参加
するようになった。その後、さま
ざまな役職を経験し、今年度から

JETAA-I会長として国際レベルの活動にも携わっている。

和菓子作り体験の様子

2025年 IMでのJETAA
役員とクレア職員の様子

2025 年 IM でのタイ
さんとクレアスタッフ
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スイスのJETAA 国際会議への初参加
JETAA スイス　広報担当　Dieu Chi Katherine Perrier（キャサリン・ペリエ）

5
JETAA 国際会議（IM）に参加するにあたり、何が待

ち受けているのか全く想像がつかなかった。JETAAスイ
ス支部（JETAA-CH）は 2023 年に新設された支部で
あり、これまで会議に出席した者がいなかったため、今
回の招待は大きな驚きであった。
参加者の皆さんにお会いすることに緊張していたが、

その心配は全く不要だった。まるで遠い親戚に初めて会
うような、不思議な親近感があったのだ。知り合いは一
人もいなかったにもかかわらず、皆さんが温かく迎え入
れてくださり、親切に接してくださった。そして、JET
経験者だからこそ分かち合える共通の体験や思いを共有
することができた。これまでメールやオンライン会議で
しか知らなかった多くの名前に、ようやく顔が結びつい
たことも大きな喜びであった。
イベントそのものも非常に印象的だった。準備と運営

に尽力された JETAA-I およびクレアの関係者の皆様に、
心より敬意を表する。全体を通して、非常に組織的であ
りながら格式の高さを感じさせる会議だった。
日本の省庁関係者の人々と直接お会いし、JET プログ

ラムの持つ特別な価値について意見交換できたことは、
大変有意義な機会となった。JETプログラムほど独自性
を備えた国際交流プログラムは、世界でも他に類を見な
いものだと改めて実感した。
また、JETAAについては、スイスの小規模な支部か

らアメリカの広大なネットワークに至るまで、その規模
や活動内容が大きく異なり、JETプログラムおよび各支
部の経験がこれほどまでに多様であることに深い感銘を
受けた。
会議から多くを学ぶ機会を得ると同時に、JETAA-CH

として他支部と共有できる経験や知見があったことを大
変嬉しく思った。私たちの最近の取り組みが、他支部の
皆様にとって何らかの参考となれば幸いだ。マーケティ
ングのバックグラウンドを持つ者として、SNS、ウェブ
サイト運営、広報活動の分野で、他支部を支援できる専
門的知識があると感じている。
本会議は、私自身および JETAA-CH のメンバーに大

きな活力を与え、フランス、ドイツ、英国といった近隣
支部との連携強化を促す契機となった。日本文化を国際
的に共有するという共通目標のもと、今後も国際交流の
推進に尽力していこうと思う。
欧州地域では、2026年末までに JETAA支部間の交

流会が計画されている。さらに、ベルンで開催されるジャ
パンフェストへのブース出展や、毎年恒例の「花見」な
どの日本文化関連イベントの主催を通じて、スイス国内
におけるJETプログラムの認知度向上に取り組んでいる。
また、ツェルマットと妙高市をはじめとするスイスと

日本の姉妹都市関係の強化にも力を入れ、より多くのス
イス人参加者を JET プログラムへ送り出すことを目指
している。加えて、JET プログラム創設 40周年を記念
するグローバルな JETAA祝賀行事への参加も心待ちに
している。
次回の IMまでに、JETAAの正式支部として承認され、

投票権を有する支部となることを目標とし活動していく。

プロフィール
Dieu Chi Katherine Perrier

（キャサリン・ペリエ）
カリフォルニア州ロサンゼルスで
育ち、世界各地で生活。国際関係
学を学んだ後、新潟県で JETプロ
グラムに参加。現在は JETAA-CH

のメンバーとしてスイスに在住。

ローザンヌ、スイスでの JETAA-CH開催の花見イベント
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静岡から、感謝を込めて
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JET プログラムに参加した当初、これが自分の人生に

とってかけがえのない経験になるとは想像していなかっ
た。1、2年ほど滞在し、日本語を学び、富士山の写真
を何枚か撮って帰国する――そのくらいの気持ちだった
のだ。しかし、静岡県での経験は、文化交流や地域との
つながり、そして人との関係の築き方に対する私の考え
方を大きく変えてくれた。
JET に参加した動機は、純粋な好奇心と、これまでと

は異なる視点から人生を見つめてみたいという思いから
だった。教えること、学ぶこと、そして故郷から遠く離
れた文化の中で暮らすことに挑戦したいと考えたのだ。
静岡は、その挑戦の舞台として理想的な場所だった。ど
こまでも広がる茶畑、海から吹き抜ける澄んだ風、そし
て晴れた日に望む富士山の穏やかな佇まい――こうした
風景とともに過ごした時間は、私に専門的な成長だけで
なく、人としての成長ももたらしてくれた。
JET での思い出の中でも、とりわけ心に残っているの

は、何気ない日常のひとこまだ。ある日、生徒たちが初
めて自分から、自信をもって英語であいさつしてくれた。
その「グッドモーニング」という一言は小さな出来事か
もしれないが、文化を越えて心が通い合った瞬間として、
今も鮮明に覚えている。また、教室外での経験も忘れら
れない。地元のお茶摘みイベントに参加した際には、不
慣れな私を温かく迎え入れてくださった地域の皆さんの
優しさと寛容さに触れ、地域に支えられていることを実
感した。
JET プログラム終了後、私は JETAAに参加した。こ

のコミュニティーとのつながりを手放したくないという
思いがあったからだ。リーダーシップの役割を担うこと
で、ささやかながら恩返しをし、仲間の卒業生と再びつ
ながり、JET の精神を未来へと受け継ぐ一助となること
ができた。JET 経験者たちが集い、物語や笑い、そして
支え合いを分かち合う姿を見ることは、何よりも大きな
喜びと充実感をもたらしてくれた。
今回いただいた長期勤続表彰（Long Service Awards）

は、私がJETAA（シンガポール支部およびJETAA-I）に費

やした年月や役職以上の意味を持つものだ。それは、日本
と母国の間で続いてきた交流と対話の積み重ねを象徴
するものであり、コミュニティーづくりに尽力してき
た歩みの証でもある。
また本賞は、すべての JET 参加者・経験者が母国と

日本の持続的な交流に尽力してきた努力への敬意を表す
ものでもある。JET プログラムが大切にしてきた「開か
れた心」「好奇心」「相互理解」「尊重」といった価値観は、
任期を終えた後もなお、私たちの中に生き続けている。
私にとってこの長期功労賞は、JET の影響が日本を離

れた時点で終わるものではないことを改めて教えてくれ
るものだ。私たちが支え合い、物語を分かち合い、これ
からも懸け橋を築き続ける限り、JET プログラムの精神
はこれからも生き続けていく。

プロフィール
Nathalie Ng

（ナタリー・ン）
2010 年から 2011 年まで静岡
県で JET プログラムのALT を務
める。帰国後はシンガポールの
JETAA支部に所属し、同窓会活

動に継続的に貢献。さらに、2016年から2023年ま
で JETAA-I の運営に携わり、2023 年 4月に会長を
退任。
2011年の任期終了以降、ほぼ毎年日本を訪れており、
シンガポールと日本の国交樹立60周年を記念して刊
行された書籍『The Land of the Rising Sun and the 
Lion City』に寄稿する光栄な機会にも恵まれた。
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日本での経験が教えてくれたこと
ー JET プログラムと私の歩み

JET 経験者　功労者表彰受賞者　Aurélie Noël（オレリー・ノエル）
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長期勤続表彰（Long Service Award）を受賞できた

ことは、私にとってこの上ない栄誉である。
2010 年 6 月、JET プログラムの選考合格通知を受

け取ったあの日、私の人生は大きく動き始めた。その瞬
間から始まった旅路は、当時は想像もしていなかった形
で、私の人間的成長と職業的歩みの双方に深い影響を与
えることとなった。
2003年にパリの大学で日本語学習を始めた頃に JET

プログラムの存在を知り、私はいつか必ずこのプログラ
ムに参加するだろうと直感した。それは単なる日本での
生活の機会だけではなく、文化と言語、そして異なる視
点を結ぶ懸け橋となる経験だと感じたからだ。
2005 年に ALT として初めて応募したが希望は叶わ

ず、その後 2009 年に CIR として再挑戦して参加が実
現した。面接準備には多くの時間を費やし、日仏関係へ
の強い思いと、地方レベルでの国際交流に貢献したいと
いう決意を真摯に伝えようと努めた。
幸いにも、茨城県庁および同県国際交流協会に採用さ

れ、国際交流事業に具体的に携わる機会を得た。異文化
理解の促進や、地域社会と海外パートナーとの協力関係
の構築に取り組む中で、多くの学びと実践の経験を積む
ことができた。
この経験は、私の人生に決定的な影響を与えた。新し

い環境に適応する力を養い、異文化に対する理解を一層
深め、自らの将来像を明確にする契機となったのだ。そ
して何よりも、多くの可能性への扉を開いてくれた。そ

の後、フランス開発庁（AFD）での職務にもつながり、
現在も JET で培った対話力や相互尊重の精神、そして
長期的な協力関係を築く姿勢を日々の業務に生かしてい
る。
フランスに帰国後、私は JET プログラムから受けた

多くの恩恵に報いるべく、JETAAフランスの会長職を
務めた。卒業生ネットワークの強化、日本との継続的な
関わりの促進、そして新規参加者および再参加者への支
援に尽力してきた。
JET コミュニティーの真の強みは、その「継続性」に

あると私は確信している。JETプログラムで築かれた関
係は、生涯にわたる個人的・職業的な絆へと発展してい
く。本賞の受賞は、私自身の歩みの節目であると同時に、
JETプログラムが人生を通じて育み続ける価値を象徴す
るものでもある。
また、JET を通じて、国際交流課の同僚や志を同じく

する JET 参加者の皆さん、さらには海外における JET
プログラムの発展や帰国参加者支援に重要な役割を担っ
ておられるクレアパリ事務所の皆さまなど、多くの素晴
らしい人々と出会う機会に恵まれた。
このような栄誉を賜り、心より感謝申し上げる。そし

て、これまで支えてくださったすべての皆さまに、深く
御礼申し上げる。
JET プログラムがこれからも多くの人々を結び、国と

国、人と人との懸け橋として歩み続けていくことを、心
より願っている。

プロフィール
Aurélie Noël（オレリー・ノエル）
日本に７年間在住。2010年から
2013年まで茨城県にて国際交流
員（CIR）として勤務し、機関間
連携および異文化協力の分野で初
の専門的経験を積んだ。現在はパ

リのフランス開発庁にて課長を務め、リスクおよび紛
争予防分野の業務を統括している。 2013 年開催の水戸市国際フェスティバル


